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学
校
事
例

1

S c h o o l  D a t a
◎１９４７（昭和２２）年開校。
２００９年度から３年間、文
科省の指定を受け三田川小
学校と英語教育の小中連携
を推進。吉野ヶ里遺跡を擁
する歴史の町から世界へ羽
ばたく人材の育成を目指す。

校長◎下川孝廣先生　

生徒数◎ 256 人　　学級数◎９学級（うち特別支援学級１）

所在地◎〒842-0031　佐賀県神埼郡吉野ヶ里町吉田 303

TEL◎ 0952-52-2195

URL◎ http://www3.saga-ed.jp/school/edq11651/

公開研究会◎２０１１年１１月１８日（金）

研究テーマ◎「やさしさ三田川の心で、コミュニケーションを大切に学
び合う児童・生徒の育成」（小中連携・英語／言語活動の充実）
内容◎全体会、各教科の研究授業と部会、小中合同分科会、講演

公開研究会を２０１１年１１月１８日（金）に実施します

生活指導や集団づくりの要素を取り入れる
教師全員が納得しながら取り組めるように、まず
実践してみて効果を実感し、従来の指導に自信を
持ってもらう
授業以外の場面でも「言葉」を使う活動を組み込
む（毎朝行う「今日のことば」）

●

●

●

取り組みを続けるポイント

講師を招へいし、言語活動の基礎知識を押さえる
授業での実践を通じて感じた課題や疑問、成果を
文献で確認し、実践することを繰り返す
言語活動の具体例を全教科で共有し、それを基に
各教科の指導計画を作成する

●

●

●

取り組みの概要

知識の定着と活用する力の両面に課題
落ち着いているが、人前で表現することや自主的
に物事に取り組むことが苦手

●

●

生徒の現状

従来の教え込み中心の授業を改善することで、知
識の定着と、思考力、判断力、表現力の育成の両
方を目指す
改善の柱に言語活動を据え、校内研究を進める

●

●

取り組みの基本的な考え方

「
ま
ず
や
っ
て
み
る
」で
効
果
を
実
感

独
自
の
言
語
活
動
で
指
導
が
進
化

佐
賀
県

吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校

新
学
習
指
導
要
領
を
２
年
前
倒
し
し
て
、
言
語
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
始
め
た
吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校
。

「
実
践
」
を
重
視
し
、
生
徒
の
課
題
に
即
し
た
「
三
田
川
中
学
校
が
と
ら
え
る
言
語
活
動
」
を
構
築
し
た
。

教
科
横
断
で
の
研
修
に
も
取
り
組
み
、
学
校
全
体
の
教
育
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。
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特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第 2 回

言語活動で授業を捉えなおす
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吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校
は
、
２
０
１
０
年

度
に
全
教
科
で
言
語
活
動
を
導
入
し
た
。
そ
の
ね
ら

い
は
学
力
向
上
に
あ
る
。「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
の
結
果
で
は
、
知
識
を
問
う
Ａ
問
題
は
ほ
ぼ

全
国
レ
ベ
ル
に
あ
る
も
の
の
、
活
用
す
る
力
を
問
う

Ｂ
問
題
に
課
題
が
あ
り
、
県
の
学
力
調
査
に
お
い
て

も
多
く
の
教
科
が
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
。
従
来

の
教
え
込
み
中
心
の
授
業
だ
け
で
は
教
科
学
力
の
向

上
に
は
限
界
が
あ
る
と
、
教
師
は
感
じ
て
い
た
。
下

川
孝
廣
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
知
識
を
詰
め
込
む
だ
け
で
は
学
力
は
定
着
せ
ず
、

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
も
育
ち
ま
せ
ん
。
言
語

活
動
の
充
実
は
新
課
程
で
も
う
た
わ
れ
て
お
り
、
学

校
に
と
っ
て
検
討
が
必
須
の
課
題
で
す
。
校
内
研
究

の
テ
ー
マ
に
し
て
教
師
全
員
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
授
業
力
を
高
め
、
生

徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
」

　
教
科
学
力
の
向
上
に
加
え
て
、
生
徒
の
主
体
性
を

伸
ば
す
手
立
て
と
し
て
も
、
下
川
校
長
は
言
語
活
動

に
期
待
を
寄
せ
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
人
前
で
自
分
を
表
現
す
る
こ
と

が
苦
手
で
、
自
ら
進
ん
で
取
り
組
も
う
と
い
う
姿
勢

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
中
に
活
躍
の
機
会

を
設
け
、
主
体
的
な
学
習
態
度
や
表
現
す
る
力
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
言
語
活
動
を
教
科
目
標
達
成
の
手
立
て

の
一
つ
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
て
い
る
。
佐
賀
大

文
化
教
育
学
部
附
属
中
学
校
で
言
語
活
動
を
研
究
し

た
古
賀
勝
利
教
頭
は
こ
う
強
調
す
る
。

　「
各
教
科
の
授
業
で
行
う
言
語
活
動
は
、
各
単
元

の
目
標
や
流
れ
に
合
わ
せ
て
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

単
に
話
し
合
い
や
発
表
の
場
を
設
け
る
だ
け
で
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　
同
校
で
は
言
語
活
動
を
４
領
域
に
分
類
。
授
業
の

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
領
域
を
組
み
合
わ
せ
る
。

①
思
考
操
作
…
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
比
較
・
構
成
・
分
類

な
ど
を
行
う

②
言
語
操
作
…
記
録
す
る
、
調
べ
る
、
読
み
取
る

③
言
語
運
用
…
発
表
や
表
現
、
説
明
、
振

り
返
り

④
交
流
…
話
し
合
い
や
問
答
、
相
互
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

　
今
で
こ
そ
言
語
活
動
は
授
業
に
定
着
し

て
い
る
が
、
そ
の
道
の
り
は
平
た
ん
で
は

な
か
っ
た
（
図
１
）。
当
時
は
先
行
事
例

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
解
説
書
も
少
な
か
っ

た
た
め
、
同
校
は
教
師
自
身
が
実
践
し
な

が
ら
言
語
活
動
と
は
何
か
を
体
得
し
て
い

く
方
法
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
古
賀
教
頭

や
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
行
い
、
活
動

の
意
義
や
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
、
教

師
全
員
が
授
業
に
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
。
研
究

主
任
の
日
吉
政
治
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
ま
ず
は
実
践
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
校
の

吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校
教
頭

古
賀
勝
利Koga K

atsutoshi

「
他
者
を
認
め
、
周
り
の
人
と
調
和
し
な
が

ら
、
の
び
の
び
と
自
己
表
現
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
た
い
」

吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校
校
長

下
川
孝
廣Shim

okaw
a Takahiro 

「『
豊
か
に
自
律
、
た
く
ま
し
く
自
立
』。
自

主
性
と
判
断
力
を
身
に
付
け
た
生
徒
を
育
て

た
い
」

活
用
型
の
力
の
不
足
が
課
題

言
語
活
動
に
活
路
を
見
い
だ
す

「
ま
ず
は
実
践
し
て
み
よ
う
」

実
践
主
義
で
言
語
活
動
を
体
得

吉
野
ヶ
里
町
立
三
田
川
中
学
校

日
吉
政
治H

iyoshi M
asaharu

研
究
主
任
。
理
科
担
当
。「
人
か
ら
言
わ
れ

た
ま
ま
動
く
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て

行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
」

図１ 言語活動の取り組みの流れ

言語活動の具体的な取り組みについての研修1

言語活動を意識した授業実践2

同校がとらえる言語活動の作成6

同校の言語活動のとらえ方作成7

国や県の学力調査と県立高校入試の分析8

各教科の指導方針の作成9

各教科での言語活動例の文献調査3

各教科の言語活動実践の記録（第１回）と検討（単元
の指導目標との関連付け）

4

各教科の言語活動実践の記録から言語活動の抜粋（教
科の枠を超えて一覧化）

5

各教科の言語活動実践記録（第２回）と検討10

図２

図３

図４

＊同校の資料を基に編集部で再構成
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方
針
で
す
。『
教
科
目
標
を
達
成
す
る
』
と
い
う
目

的
だ
け
は
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
自

分
た
ち
が
思
う
言
語
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
」

　
実
践
後
は
文
献
調
査
（
＊
）
を
し
、
活
動
は
適
切

で
あ
っ
た
か
、
活
動
相
互
の
つ
な
が
り
は
ど
う
す
べ

き
か
な
ど
を
理
論
面
か
ら
確
認
。
そ
こ
で
得
た
知
見

を
授
業
に
反
映
し
、
指
導
の
改
善
を
図
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
た
。
目
の
前
の
生
徒
の
課
題
に

即
し
た
実
践
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
言
語
活
動
だ
か
ら

こ
そ
、
学
校
の
力
と
な
り
、
教
師
が
継
続
で
き
る
指

導
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
各
教
科
で
行
っ
た
言

語
活
動
を
洗
い
出
し
、
そ
の
活
動
は
本
当
に
言
語
活

動
な
の
か
、
単
元
の
指
導
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

効
果
的
か
な
ど
を
勘
案
。
先
述
の
４
領
域
（
Ｐ
．９
）

ご
と
に
教
科
の
枠
を
超
え
て
分
類
し
「
三
田
川
中
学

校
が
と
ら
え
る
言
語
活
動
」
に
ま
と
め
た
（
図
２
）。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
現
実
の
課
題
に
即
し
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

と
県
の
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
正
答
率
の
低
い
問

題
を
抽
出
し
て
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
を
図
る

た
め
の
言
語
活
動
の
方
法
を
探
っ
た
。
そ
し
て
、
各

教
科
で
領
域
・
学
年
ご
と
に
行
う
言
語
活
動
を
明
確

に
し
、
３
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
な
指
導
を
行
う

基
本
方
針
を
つ
く
り
上
げ
た
（
図
３
）。

　
こ
う
し
た
作
業
を
経
て
、
研
究
開
始
か
ら
１
年
後

図2 三田川中学校がとらえる言語活動

全
教
科
の
言
語
活
動
を
一
覧
に
集
約

年
間
指
導
計
画
づ
く
り
の
基
準
に

＊主な参考･調査文献は『学習指導要領解説』（文部科学省）、『「言語力」を育てる授業づくり・中学校』
（図書文化社）、『各教科等における言語活動の充実』（教育開発研究所）

○○をするためにマッピングする
　自分が知っている情報を集めるためにマッ

ピングする

○○するための観点をみつける
　情報を整理するための観点をみつける

○○を構成する
　説明する文章の順序を構成する

○○を比較する
　有理数と無理数の無限小数を比較するこ

とで違いを見いだす

　日本とアメリカの農業を比較する

　豆電球の前後の電流の大きさを比較して

違いを見いだす

　仮説の真偽を検討するために、仮説と結

果を比較する

　友達の作品と自分の作品を比較する

　表やグラフを用いて栄養の特徴を比較する

　各グループの献立を比較する

○○と○○を関連付ける
　仮説の真偽を検討するために、現象と原

因を関連付ける

○○に気付く
　立場によってものの使いやすさが異なるこ

とに気付く

○○を分類する
　観点別に情報を分類する

○○を予想する
　降水量のグラフをもとに、農業の分布を予

想する

○○を追及する
　電卓を利用し、逐次近似値的に追及する

○○をつかって記録する
　実験結果を表やグラフで記録する

○○しながら聞く
　情景を想像しながら聞く

○○を読み取る
　情報の中心となるものを考えながら読む

　地図から日本の位置を読み取る

　面積のバランスに関する約束事を読み

取る

　石油の分布を読み取る

　アメリカの割合をグラフから読み取る

○○を箇条書きに書く
　絵を見て、色の対比について気付いたこ

とを箇条書きに書く

　アメリカの学生に尋ねたいことのキーワード

を列挙する

○○を調べる
　曲の構造的要素を調べる

　食品に含まれる栄養素について、食品成

分表をもとに調べる

○○を評価し合う
　捕球姿勢や投球のポイントをもとに、互い

の活動を評価し合う

○○を振り返る
　ねらいに沿った活動の振り返りを行い、次

の活動へどのようにいかすのか考える

○○するために○○を書く
　説明するために文章を書く　　　根号の中を簡単な数にする途中の式を書く

　問題解決の流れで課題解決レポートを書く

　アメリカの学生に質問するための原稿を書く

　相手にわかりやすく説明するための説明文を書く　　　アメリカの地図から断面図を書く

○○を表現する
　日本の範囲を表現する　　　さまざまな地方区分を用いて表現する

　方程式の考え方を利用して表現する　　　分母の有理化を段階的に表現する

○○について話し合う
　題材について話し合う　　　感性的側面からの曲のイメージを話し合う

　仮説を立てるために、個々の意見をもとに話し合う

　さまざまな地方区分が存在する理由について話し合う

　題材について話し合う　　　グループで中心的に尋ねたいことを話し合って決める

○○を説明する
　緯度や経度の既習の知識を用いながら説明する

　経済発展に欠かせないことを説明する　　　多民族国家の理由を説明する

　アメリカの特徴を説明する　　　平方根の意味に基づいて大小比較を説明する

　有理数でないことを背理法で説明する　　　ペアで問題を作り解き合い説明する

　等しくならないことを根拠を明らかにして説明する　　　ポイントを絞って説明する

○○で問答する
　訪問した場所などについて英語で問答する

○○を発表する
　理由を添えて話し合ったことを発表する　　　参考となる点を発表する

○○を振り返る
　自分の言葉で感想を書き題材を振り返る

○○をまとめる
　食品群と栄養素のかかわりをまとめる

○○で出題し合う
　グループ内で出題し合う

○○に紹介する
　友人を紹介する文を書き、友人に紹介する

思考操作 言語操作 言語運用・交流
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＊同校の資料を基に編集部で作成。下線は言語活動に関する部分
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の
10
年
度
末
に
は
、
ど
の
教
師
も
「
言
語
活
動
実
践

の
記
録
」
を
作
成
し
て
活
動
の
有
効
性
を
検
討
す
る

ま
で
に
至
っ
た
（
Ｐ
．12
図
４
）。

　「
初
め
は
『
話
し
合
う
』『
発
表
す
る
』
く
ら
い
し

か
案
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
活
動
を
す
る

と
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
何

よ
り
も
有
意
義
だ
っ
た
の
は
、
決
し
て
新
し
い
取
り

組
み
ば
か
り
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。
理

科
で
複
数
の
現
象
を
比
較
さ
せ
た
り
、
体
育
で
試
合

前
に
作
戦
を
立
て
た
り
と
い
っ
た
活
動
は
、
従
来
、

授
業
で
行
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
自
分
た
ち
の
指
導

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
安
心
や
自
信
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
」（
日
吉
先
生
）

　
研
究
授
業
の
方
法
も
工
夫
し
た
。
各
教
科
の
指
導

方
針
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
校
内
で
公
開
授
業
や
研

究
会
を
行
う
際
、
議
論
の
焦
点
を
絞
り
に
く
い
。
学

校
全
体
の
取
り
組
み
に
す
る
た
め
に
は
、
教
科
横
断

で
協
議
を
行
う
た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

　「
各
教
科
の
言
語
活
動
を
横
断
的
に
検
証
し
た
結

果
、
ど
の
教
科
で
も
大
事
な
要
素
と
し
て
『
話
し
合

う
こ
と
』『
説
明
す
る
こ
と
』
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
究
協
議
の

際
に
は
、
異
な
る
教
科
で
も
共
通
の
土
台
で
議
論
で

き
る
よ
う
、
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
か
を
授
業
に
盛
り

込
み
、
協
議
の
柱
に
し
ま
し
た
」（
日
吉
先
生
）

　
同
校
が
行
う
言
語
活
動
を
、
６
月
に
行
わ
れ
た
社

図３ 各教科の指導方針　国語の例

話された内容を、話し手の目的を意識して聞き取る
話し合いの場において、自分の意見をわかりやすく伝える
話し合いの目的に沿った自分の提案ができる

話された内容について話し手や聞き手の目的に応じたメモの
取り方を学習させる
日常生活の中での話題を題材にしたスピーチをする場を設定
し、メモを作ることで構成を考えて話させる
話し合いの役割や方法を身につけさせる

インタビューで取材することを通して、目的に沿って質問を考
え、テーマに関する情報を収集し、自分の考えを持たせる
自分の考えを述べるために、資料を使うことが有効であるこ
とを学習させ、効果的に使わせる
話し合いの形態（ディベート、パネルディスカッション等）を
実践することで学習させる

話し合いについて計画を立てて実践する学習活動を通して、
自分の考えや意見を話したり意見を比較して聞いたりするこ
とで、話し合いの目的に沿った提案をしたり、柱に沿った質
問をしたりすることを目的とする

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　三田川中学校では、教科の授業以外の場面における言語活動も大切にする。「今日のことば」は、教師や
生徒の代表が書いた原稿用紙１枚程度のエッセイを毎朝放送で流し、印象に残った言葉や感想を書く活動で
ある。生徒たちは放送を聞きながらメモを取り、それを基に自分なりの考えをまとめて文章を起こす。その
作業を毎朝繰り返すことで、学習のベースになる聞く力や書く力、考える力を養うのがねらいだ。
　原稿のテーマは教訓的な話や印象に残った出来事など。ちなみに６月某日のテーマは「ありがとうについ
て」。「生徒の学校評価においても、この取り組みを『誇りに思う』と回答する生徒は多いです。自分たちの
ためになっているという実感を、生徒たち自身が得ているからではないでしょうか」（古賀教頭）

今日の
ことば

＊同校の資料にある４領域のうち「話すこと･聞くこと」「書くこと」のみ抜粋。
他の教科も、領域・学年ごとの指導方針を作成した

学年 今後の指導方針と導入する言語活動（学習活動）

全学年

１　年

２　年

３　年

わかりやすい説明をする能力を育成するための言語活動に重点化して単元を構想し実践する
目的に応じたメディア（言語を用いる媒体─新聞、パンフレット、リーフレット等）や文章の
形態を意識させた言語活動を行う

目的に応じてとったメモの情報を、多様な目的（相手を設定する、三つのキーワードで再構
成する、自分の体験や考えを入れて再構成する、小学生にわかるように再構成する等）を
設定し再現させる
パンフレットやリーフレットの特徴を理解させ、目的を設定して教科書教材の内容をパンフレッ
トやリーフレットに再構成させる
非連続テキスト（図表）からわかることを文章で説明させる

調査報告文や記録報告文の執筆を行う言語活動を導入する。目的に応じた文章の型を知
識としてもち、それを活用して執筆活動を行う。また、まとまった文章をもとに資料を作成し、
それをもとにして発表会を行う。その際、同じ報告文をもとにして、目的を変えた資料を作成
した発表も行わせる
資料を作成する条件として、調査や記録したデータを非連続テキストを使って表現させ、それ
を活用して報告文の執筆や発表を行わせる
新聞のメディアとしての特徴を理解させ、職場体験を通して知ったことや考えたことを新聞形
式にまとめさせる

説明文執筆のまとめ学習として、鑑賞文や批判文を執筆させる。観点（カテゴリー）を設
定して説明することや比較しながら説明すること、評価する語彙に対する理解を深めることを
目的とする

●

●

●

●

●

●

●

●

●

学年 今後の指導方針と導入する言語活動（学習活動）

全学年

１　年

２　年

３　年

話すこと･聞くこと領域 書くこと領域

言
語
活
動
を
意
識
し
た
ら

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
り
方
も
変
化
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会
科
の
研
究
授
業
の
例
で
見
て
い
く
。

　
こ
の
授
業
で
は
「
選
挙
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
っ
た
。
過
去
３
回
の
国
政
選
挙
の
結
果
（
当
選
者

名
、
投
票
数
、
政
党
名
な
ど
）
を
見
て
、
分
か
る
こ

と
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、

結
果
を
ボ
ー
ド
に
書
い
て
発
表
す
る
。「
復
活
当
選

と
は
何
か
」「
参
院
選
は
同
月
に
実
施
す
る
が
、
衆

院
選
は
違
う
」
な
ど
、
次
々
と
出
て
き
た
気
付
き
や

疑
問
を
教
師
が
集
約
し
、
選
挙
区
制
度
、
一
票
の
格

差
問
題
な
ど
、
選
挙
制
度
の
理
解
に
つ
な
げ
る
。

　「
選
挙
制
度
に
つ
い
て
一
方
的
に
知
識
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
話
し
合
い
で
考
え
を
深
め
た
後
に
結

論
へ
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
理
解
は
よ
り
深

ま
る
と
思
い
ま
す
」（
古
賀
教
頭
）

　
話
し
合
い
は
４
人
１
組
で
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
司
会
、

副
司
会
、
書
記
、
発
表
者
の
役
を
担
う
。
分
担
は
座

席
に
よ
っ
て
自
動
的
に
割
り
当
て
、
特
定
の
生
徒
に

難
し
い
役
回
り
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
ど
の
生
徒
に
も
平
等
に
機
会
を
与
え
、
皆
が
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
と
、
役
割
分
担
は
機
械
的
に
決

め
る
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
消
極
的
な
生
徒
も
き
ち

ん
と
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
、
主
体
的
な
学
習

態
度
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
」（
古
賀
教
頭
）

　
こ
れ
ま
で
授
業
で
行
っ
て
い
た
活
動
で
も
、
言
語

活
動
で
あ
る
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
指
導
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
教
材
の
作
り
方
が
変
わ
る
と
い
う
。
例
え

ば
、
今
回
、
使
用
し
た
選
挙
制
度
に
つ
い
て
分
か
っ

た
こ
と
や
疑
問
点
を
書
く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、「
資

料
Ａ
と
Ｂ
を
見
比
べ
て
〜
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
」
と
い
う
文
例
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　「
以
前
な
ら
、
こ
こ
ま
で
丁
寧
に
話
型
を
示
す
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
言
語
活
動
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
さ

せ
た
い
か
が
明
確
に
な
り
、
よ
り
焦
点
を
絞
っ
た
指

導
が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
古
賀
教
頭
）

　
言
語
活
動
は
学
力
向
上
や
主
体
性
の
育
成
と
い
っ

た
成
果
が
見
込
め
る
が
、
一
方
的
な
講
義
形
式
の
授

業
に
比
べ
時
間
が
か
か
る
点
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
。

図４ 言語活動実践の記録　３年生数学 単元「三平方の定理」の例（部分抜粋）

「三平方の定理」を発見するために、ピタゴラスが発見したとされる状況
を再現することで、疑似体験しながら、発見までの経緯を予想する

いろいろな「三平方の定理」の証明を知り、証明の過程を理解しなが
ら説明する

「三平方の定理」を用いて辺の長さを求めるために、二次方程式の解
法を振り返り、丁寧に計算をおこなう

「三平方の定理の逆」の意味を理解するために、身近なところに利用さ
れていることに気づく。また、いろいろな問題解決の糸口になることに
気づく

正三角形のなかに直角三角形を見出すために、正三角形の性質を書き
出す

「６０°や４５°を持つ直角三角形」の辺の長さに特別な比があることに気
づくために、辺の長さに注目して三角形を比較する

関数の問題において、グラフの中に見える「直角三角形」と「三平方
の定理」を関連付け、２点間の距離を求める

図の中に、直角三角形を見出し、手順を考え、求める過程を明確にす
るために途中の式・考えなどを表現する

空間図形において、「三平方の定理」を用いて、長さ・面積・体積
等が求められることを理解するために、立体の性質について意見を出し
合いまとめる

考え方を確認するために、途中の式等をしっかりと表現し、問題を解く

○三平方の定理を知る

○三平方の定理を証明する

○２辺の長さがわかっている直角三
角形の残りの辺の長さを求める

○三平方の定理の逆を知る

○正三角形の高さと面積を求める

○三角定規の３辺の比を知る

○座標平面上の２点間の距離を求め
る

○直方体の対角線の長さを求める

○正四角錐の高さと体積を求める

○基本を活用しながら問題を解く

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

三平方の
定理

平面図形
への利用

空間図形
への利用

章末問題

三平方の定理を理解・活用するために、定理の発見において「予想から一般化」に向かう「証明」の過程を
大切にしていきたい。また、三平方の定理が有効に活用されている問題を解くことを通して、図形の性質をきちん
と理解しまとめさせていきたい。

◎単元での言語活動のつながり

◎単元の指導計画と言語活動
時間学習の流れ

4

2

3

2

主な学習活動 単元の指導目標を達成するために取り入れる言語活動

実際の記録用紙には、上記の要素の他に、単元名と単元の指導目標が入る。これを用いて、取り入れた言語活動が単元
の指導目標の達成に有効だったかを検討した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊同校の資料を基に編集部で作成

授
業
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

授
業
時
間
の
不
足
を
カ
バ
ー
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同
校
で
も
、
言
語
活
動
を
意
識
し
始
め
た
当
初
は

取
り
組
み
に
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
、
授
業
時
数
が

足
り
な
い
と
感
じ
た
教
師
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

活
動
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
時
間
不
足
を
補
う
工
夫
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
日
吉
先
生
は
話
す
。

　「
教
科
書
を
す
べ
て
読
ま
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
時

間
が
足
り
ま
せ
ん
が
、
話
し
合
い
の
中
で
教
科
書
を

読
ま
せ
た
り
、
教
え
込
み
た
い
知
識
は
プ
リ
ン
ト
を

併
用
し
た
り
と
、
授
業
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
れ
ば
十

分
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
を
皆
が
実
感
し
て
い
ま
す
」

　
教
師
は
言
語
活
動
に
よ
っ
て
学
力
の
定
着
度
が
高

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　「
知
識
の
習
得
に
は
反
復
練
習
が
効
果
的
と
い
う

考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
目
的
が
不
明
確
な
ま
ま
反
復

練
習
を
し
て
も
徒
労
と
感
じ
る
だ
け
で
す
。
１
０
０

回
反
復
し
て
頭
に
叩
き
込
む
よ
り
も
、
言
語
活
動
を

通
し
て
体
験
的
・
帰
納
的
に
習
得
し
た
知
識
の
方
が

定
着
は
よ
り
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
遠
回
り
の
よ

う
に
見
え
て
、
実
は
こ
の
よ
う
な
指
導
こ
そ
が
学
力

向
上
の
王
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
下
川
校
長
）

　
日
吉
先
生
も
手
ご
た
え
を
語
る
。

　「
言
語
活
動
を
反
映
し
た
テ
ス
ト
作
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
が
、
教
え
込
み
中
心
の
授
業
の
時
よ
り
も

定
着
率
は
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
研
究
を
推
進
で
き

る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
研
究
主
任
の

日
吉
先
生
を
中
心
に
現
場
か
ら
意
識
を
高
め
て
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
こ
の
先
10
年
は
学
習
指
導
要
領
が
変
わ
ら
な
い

以
上
、
言
語
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
須
で
す
。

研
究
を
推
進
す
る
先
生
方
は
、
そ
こ
を
決
定
事
項
と

し
て
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、『
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
伸
ば
し
た
い
か
ら
今
ま
で
行
っ
て
い
た
言
語
活

動
を
意
識
し
て
み
よ
う
』
と
呼
び
掛
け
、
実
行
プ
ロ

セ
ス
の
一
つ
ひ
と
つ
を
先
生
方
と
納
得
し
合
い
な
が

ら
積
み
重
ね
て
く
れ
ま
し
た
」（
下
川
校
長
）

　「
私
た
ち
の
時
は
事
例
も
少
な
く
手
探
り
の
状
態

か
ら
始
め
た
の
で
、
言
語
活
動
と
は
何
か
を
理
解
す

る
ま
で
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
は
指

導
書
や
行
政
の
資
料
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、

文
字
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
我
々
教
師
は
、
実
践
し
て
こ
そ
効
果
や
課
題

を
実
感
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
日
吉
先
生
）

　
同
校
が
ス
ム
ー
ズ
に
言
語
活
動
を
導
入
で
き
た
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
か
ね
て
か
ら
授
業
で
生
活
指
導

的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
に
も
あ
る
。
同

校
で
は
生
徒
の
自
立
を
促
す
た
め
に
、
授
業
で
「
自

己
選
択
・
自
己
決
定
を
さ
せ
る
」「
自
己
存
在
感
を

生
み
出
す
」「
共
感
的
理
解
を
育
む
」
と
い
う
「
生

徒
指
導
の
３
要
素
」
に
即
し
た
場
面
を
出
来
る
だ
け

設
け
て
き
た
。
生
徒
指
導
や
集
団
づ
く
り
に
少
な
か

ら
ぬ
効
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
生
徒
が
主
体
的
に
動

け
る
よ
う
一
人
ひ
と
り
に
役
割
を
与
え
た
り
発
言
の

機
会
を
増
や
し
た
り
す
る
手
法
は
、
言
語
活
動
と
重

な
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
。
先
述
し
た
４
人
１
組

で
行
う
話
し
合
い
の
活
動
は
そ
の
一
例
だ
。

　「
言
語
活
動
が
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
に
も

一
定
の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
校

内
研
究
を
通
し
て
確
認
で
き
ま
し
た
」（
古
賀
教
頭
）

　
今
後
は
、
授
業
力
の
向
上
に
更
に
注
力
す
る
考
え

だ
。
11
年
度
中
に
す
べ
て
の
教
師
が
公
開
授
業
を
行

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、
校
外
の
識
者

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
教
科
ご
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
外
部
の
人
脈
を
構
築
し
て
い

く
。
ま
た
、
現
在
は
英
語
の
み
で
実
施
し
て
い
る
三

田
川
小
学
校
と
の
連
携
事
業
の
中
に
、
言
語
活
動
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
中
だ
。

　本校の言語活動は、教科の目標を達成するための手立てと
して始まりました。言語活動は日々の授業の延長線上にある
がゆえに、すぐに効果が表れないこともあります。しかし、
我々がすべきことは、目先のテストの点数を２点、３点上げ
ることではなく、将来、子どもたちが中学時代を振り返った
時、「このような力を身に付けることが出来た」と言えるも
のを残していくことではないでしょうか。
　そのために言語活動の充実は有効な指導であるという確信
を持って、今後も先生方の指導力の向上、学校としての支援
体制の整備を進めていきたいと思います。

下川校長が考える言語活動

生
徒
の
主
体
性
を
重
視
す
る

言
語
活
動
は
生
徒
指
導
に
も
有
効


